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食料生産地域再生のための先端技術展開事業
研究成果発表会

課題名：
操業の効率化、資源管理、流通の体系化に関する実証研究

令和２年１２月１１日
ふくしま型漁業推進研究コンソーシアム



○ 水産物の放射能物質の影響が低下

○ 試験操業による水揚げ量の低迷
令和元年は、震災前の約１４％

〇 底魚資源の増加
2

背景 「福島県の現状 ①」

平成27年4月以降、
基準値超過は皆無

図１ 放射線モニタリング結果（海産魚介類）

試験操業における
水揚げ量の伸び悩み

図２ 沿岸漁業の水揚量の推移

底魚資源の増加

図３ 調査船によるトロール調査結果 （坂本（2019））
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◎ 「ふくしま型漁業」を実現！
- ふくしまSEAプロジェクト-

Safety, Eco, Action

● 水産資源を管理しながら、 水揚金額を拡大！

● 本県産水産物に「選ばれる理由」を付加！

● 安全の「見える化」により安心」を確保！

（震災前92億円＋α）
現状：２２億円（H29年9月～

H30年8月）

達成目標金額に向けて拡大

図４ 2018年12月26日 水産経済新聞

沿岸漁業の再生に向け、
「ふくしま型漁業」を設定

○ 福島県の状況を背景に、「ふくしま
型漁業」と銘打って、水産資源を管理し
ながら、水揚げ金額を拡大する。

R12年達成目標金額については検討中。

石田（2018）

背景 「福島県の現状 ②」
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背景 「福島県のICT状況」

・マナマコ資源管理支援システム（佐野（2018））
＝＝＞iPadによる操業情報の電子化により、

持続的なマナマコ資源利用を実現

・陸奥湾海峡自動観測システム（高坂（2019））
＝＝＞ブイや衛星による漁場環境情報の把握と水温予測により、

ホタテガイの養殖管理を実現

各種情報 内 容 提供頻度

海洋環境情報 海況速報
調査船の航走水温

週１回
調査ごと

操業情報 手書きの操業日誌 適宜報告
（集計に１年以上かかる）

市況情報 漁況速報 週１回

福島県水産海洋研究センターの情報発信状況

ICT技術の運用体制が
整っていない

全国のICT活用事例
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課題：
沿岸漁業の水揚げ量の拡大
水産資源の有効利用

＝＝＞ICT技術を積極的に取り入れ、
リアルタイムで情報を収集・発信するシステムの整備が重要

目的：
効率的な操業と資源管理を促進する
「操業支援システム」の構築

＝＝＞海洋環境、操業状況、市況を
一元的に収集・発信するシステム

課題・目的



結果 全体像

〈ＨＰ（ふくしまMarin System）で発信する情報〉
①衛星情報（毎日更新）
・1日、7日合成の水温、水色画像

②ブイ情報（毎時更新）
・鉛直水温、クロロフィル量、塩分

③市況情報（毎日更新）
・県内産地市場の水揚げ量、単価

水産海洋研究センター
専用サーバ

底水温計

〈ブイ情報〉
・水温、クロロフィル、塩分

〈衛星情報〉
・水温、クロロフィル

水温計

〈操業情報〉底びき船
・タブレットの導入
・GPS、底水温、漁場位置、
漁獲量 〈操業情報〉船びき船

・タブレットの導入
・GPS、表層水温、
漁場位置、漁獲量

〈市況情報〉
・水揚げ量、単価
・流通実態調査

データや解析情報をアーカイブ

研究機関
・底魚類の研究
・浮魚類の研究

全データを一元的に収集

収
集
デ
ー
タ
を

分
か
り
や
す
く
加
工

〈調査船情報〉
・鉛直水温分布

「ふくしまMarine System（ふくマリ）」を開設
URL:https://fukumari.jp/s/ （2021年1月公開予定）

 漁業者がシステムを有効利用するための研究
・底魚類（ヒラメ、アカガレイ）の底水温との移動生態に係る研究成果
・浮魚類（シラス、コウナゴ）と衛星情報の関係性に係る研究成果

操業支援システムの構築と情報発信

操
業
支
援
シ
ス
テ
ム
の
構
築

操
業
支
援
情
報
の
発
信

システムの
有効利用の研究

④操業情報（月数回更新）
・魚種別のCPUEマップ

⑤調査船情報（毎調査更新）
・CTD観測による水温鉛直分布画像
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https://fukumari.jp/s/
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結果 「ふくしまMarine System」の開設

QRコードはこちら↓

「ふくしまMarine System（通称「ふくマリ」）」
URL:https://fukumari.jp/s/ 令和3年1月公開予定

※ 現在、一部の情報のみ公表中です。今後アップデートしながら、更新予定です。

Topページ

https://fukumari.jp/s/
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結果 ①衛星情報 宇宙研究開発機構（JAXA）提供

〇 人工衛星「しきさい」から、1
日水温画像、7日合成水温画像、
1日水色画像（クロロフィルa濃
度）を毎日発信

衛星情報Webページ

4/5～4/11の7日合成水温画像
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結果 ②ブイ情報

〇 水温とクロロフィルa量または
塩分を表示。

〇 水温はグラフ化され、毎時発信

測定項目
松川浦ブイ：水深1mの水温・塩分
請戸沖、いわき沖：水深1,5,10,20mの水温、水深1mのクロロフィルa量

ブイ情報Webページ

2020年12月3日の水温推移
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結果 ③市況情報

〇 福島県内産地市場の水揚げ量、
平均単価、安値、高値を水揚げ
日ごとに発信

日報帳票
水揚げ日ごと、市場ごと、漁業種類ごと、魚種ごとに作成

市況情報Webページ

日報帳票

日別市場別水揚帳票 集計期間　：　10/19　～　10/19  

 

試験操業 小名底 3 ムシガレイ 138.5 272 388 11

カナガシラ 120.0 59 65 51

アカムツ 92.2 931 2,377 194

ヤナギムシガレイ 59.9 873 1,080 540

マアナゴ 45.0 1,065 1,328 968

マアジ 40.3 143 437 22

マトウダイ 22.7 292 480 157

ジンドウイカ 19.5 238 238 238

ホウボウ 15.6 626 810 443

マダコ 10.5 349 388 340

マガレイ 5.8 446 572 336

キアンコウ 5.5 595 842 162

ヒラメ（鮮） 4.6 1,566 1,566 1,566

試験操業 小名底 1 シログチ 43.0 66 130 59

チダイ 19.1 112 648 76

マトウダイ 14.6 239 464 76

ホウボウ 14.1 464 864 216

ヒラメ（鮮） 12.3 1,609 1,728 1,458

ガザミ 9.3 758 794 540

アカカマス 8.9 1,026 1,026 1,026

ショウサイフグ 8.0 54 54 54

メイタガレイ 6.0 345 345 345

小型
底びき網

平均単価
（円/kg：税込）

高値（円） 安値（円）魚種 水揚量(kg)漁業種類操業区分 漁協 延隻・統

沖合
底びき網
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結果 ④操業情報（デジタル操業日誌）

〇 タブレットを活用したデジタル操業日誌を構築
〇 GPS・水温情報は自動収集され、操業時刻・魚種別漁獲量を入力
〇 手書きの日誌より、集計時間が大幅に削減

沖合底びき網漁業用 船びき網漁業用

漁獲情報入力画面 漁獲情報入力画面

底水温計

表層水温計

タブレット

タブレット
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結果 ④操業情報（タブレット内の情報）

〇 タブレット内で自船の情報を確認可能
・水温情報
・航路情報、漁獲情報

底水温情報

航路情報、漁獲情報

漁獲位置と漁獲量（kg）
赤線が航跡

海面着水

着底
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結果 ④操業情報（データ収集後）

〇 集計時間が飛躍的に短縮
〇 短期間でのCPUE、漁場分布の把握が可能
（これまでは1年分をまとめて行っていた。）

〇 ヒラメの生息水深および水温の季節変化について、査読付きで投稿中
（Kurita et al.）

資源解析プログラム

操業情報の
エラーチェック

ヒラメのCPUE分布

指定した魚種のCPUE
（kg/曳網時間）を計算
するプログラム
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結果 ⑤調査船情報

〇 調査船いわき丸で行うCTD観測
のデータから、鉛直水温断面図
を作成し、調査ごとに発信

調査船情報Webページ

6/2塩屋埼沖の鉛直水温断面図
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まとめ

各種情報 内 容 提供頻度

海洋環境情報 海況速報
調査船の航走水温
衛星情報
ブイ情報
鉛直水温断面図

週１回
調査ごと
毎日
毎時間
調査ごと

操業情報 手書きの操業日誌

デジタル操業日誌

自船の水温情報、
漁獲情報、航路情報

適宜報告
（集計に１年以上かかる）
適宜報告
（集計が大幅に短縮）
操業日ごと

市況情報 漁況速報
市況情報

週１回
水揚げ日ごと

操業支援システムの構築後の情報発信状況

〇 従来と比較してより多くの情報を迅速で効率的な観測・操業情報を発信
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成果の活用

操業支援システムの構築

〈成果の短期的な活用〉 〈成果の長期的な活用〉

 がんばる漁業の達成に貢献
＝＝＞震災前の50%の漁獲量

 ふくしま型漁業の促進に貢献
＝＝＞水産資源を管理しながら、水揚げ金額を拡大

試験操業の拡大を支援
＝＝＞本格的操業に向けた操業支援

 操業の効率化
＝＝＞科学的データに基づく操業

 資源評価、管理の促進
＝＝＞資源評価の高度化

漁業法改正に対応した管理
 次世代の人材育成
＝＝＞技術、ノウハウの見える化

今後の課題
１．データの蓄積と研究の継続
２．システムの改良と高機能化
３．システム活用体制の整備


